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 この度、会社側より「2025年5月1日付 品質＆ロジスティクスセンターの組織変更について」の申し入れ

を受けました。諮問内容および現時点でのヌヴォトンテクノロジージャパン労働組合（以下、NTJ労組）の

スタンスを報告します。 

【現在】 

 

1. 背景および主旨 

 Nuvotonグループの経営基盤強化ならびにグローバルでの高効率一体運営による事業の強靭化を加速するため、オペ

レーションレベルの機能統合「Integration2.0」を推進し、更なる事業成長を目論見ます。 

 NTCおよびNTCJの品質レベルを高位平準化、商品市場毎の顧客趣向や地域特性を把握し、顧客に最適な解決策を提

供するとともに複雑化するサプライチェーンを最適化し、サプライチェーンマネジメントの充実強化を推進する。 

 具体的には、NTCJの「品質＆ロジスティクスセンター（A0JQ）」およびNTCの「品質＆ロジスティクスセンター

（A00Q）」の機能を統合した上で、グローバル品質機能を担う「グローバル品質センター」とグローバルSCMマネジ

メント機能を担う「グローバルSCMセンター」に分離・再編する。 

 そのグローバル品質センターの傘下に、品質管理体制の構築や維持を担う「品質システム部」、新製品導入/工程変

更時の品質管理と認定を担う「品質認証・解析部」、商品の品質課題や顧客ニーズを把握して品質向上を実現する

「品質保証部」を設置する。 

 また、グローバルSCMセンターの傘下に、生産計画や在庫管理、サプライチェーン全体調整を担う「生産管理

部」、最適な調達戦略を実行する「調達部」、Foundry活用の戦略立案と実行を担う「Foundry管理部」、OSAT活用の

戦略立案と実行を担う「OSAT管理部」を設置する。 
 

2. 体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

3. 実施日 ２０２５年５月１日 

【2025年5月1日付】 

～ 申し入れの要旨 ～ 

 NTJ労組のスタンス 
今回の組織変更は、Nuvotonグループの品質、生産管理部門の高位平準化を促進するため、Integration2.0を推進

しオペレーションレベルでの機能統合を進め更なる事業推進を目指す組織変更であると理解しました。労働組合とし

ても、Nuvotonグループの品質＆ロジスティクスセンターを強化することで、顧客対応の最適化および生産管理、サ

プライチェーンマネジメントの最適化により、グローバル半導体メーカーとして持続的な成長を目指す施策として理

解できるものであります。本施策の目的を達成するためには、大義を理解したオペレーションとマネジメントが重要

になります。職場視点で徹底して論議したうえで、想定される課題に対して先手を打つことが重要と考えますので、

職場からの課題提起、意見提起をよろしくお願いします。 

2025年4月23日 

今後のスケジュール 
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